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鹿児島県
国保連合会広報誌

国
保

か
しごま

今月の
標語

〈理事長賞〉

作品を作った
きっかけ

自分も柔道をしていて、減量とかあって少しだけ、少しだけと思っ
て食べていたらどんどん、どんどん太っていったので、そういう油
断を減らして健康な体を作っていこうと思ったからです。

少しだけ　その油断が　メタボ道

第28回「健康増進月間」作文・標語募集受賞作品より

霧島市立国分中央高等学校２年 

前野　彩さん

名前の通り、参加者全員が「いきいき」とした笑顔で活動しているサロンです。こ
の日は、頭の体操や指の体操を楽しみました。にぎやかな女性陣に負けず、男性陣
も盛り上げてくれます。お茶を飲みながらのおしゃべりにいつまでも花が咲いてい
ました。

出水市　「上場いきいきサロン」のみなさん
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平成２７年第２回鹿児島県国民健康保険団体連合会通常総会

保険者の負託に応えるよう保険者支援の
さらなる充実を図る

【特  集】
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鹿
児
島
県
市
町
村
自
治
会
館
の
ホ
ー
ル
に
お
い
て
７
月
27
日
、
第
２
回
通
常
総
会
が
開
か
れ
、

会
員
総
数
45
人
中
委
任
状
を
含
む
43
人
が
出
席
し
た
。
平
成
26
年
度
の
予
算
補
正
や
規
約
の
一

部
改
正
、
平
成
26
年
度
の
事
業
報
告
及
び
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、
16
の

報
告
事
項
と
29
の
議
決
事
項
全
て
が
原
案
ど
お
り
可
決
・
承
認
さ
れ
た
。

通常総会では16の報告事項と29の議決事項全てが原案どおり可決・承認された

連
携
を
密
に
し
円
滑
な
事
業

運
営
に
努
め
る

開
会
に
あ
た
り
本
会
の
本
田
修
一
理

事
長
（
志
布
志
市
長
）
が
「
国
民
健

康
保
険
制
度
に
つ
い
て
は
、
そ
の
創
設

以
来
、
我
が
国
の
国
民
皆
保
険
体
制
の

中
核
と
な
る
制
度
と
し
て
、
地
域
医
療

の
確
保
や
地
域
住
民
の
健
康
の
保
持
増

進
等
に
大
き
く
貢
献
し
て
き
た
。
し
か

し
、
近
年
に
お
け
る
医
療
技
術
の
高
度

化
や
加
入
者
の
急
速
な
高
齢
化
に
伴
う

医
療
費
の
増
嵩
な
ど
、
保
険
財
政
を
圧

迫
す
る
要
因
は
根
強
く
、
一
日
も
早
い

抜
本
的
な
改
革
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
状
況
の
中
、
国
保
を
め
ぐ
る
情

勢
と
し
て
、
5
月
末
に
医
療
保
険
制
度

改
革
関
連
法
が
成
立
し
、
持
続
可
能
な

国
民
健
康
保
険
制
度
と
す
る
た
め
、
平

成
30
年
度
か
ら
保
険
財
政
の
責
任
主
体

を
市
町
村
か
ら
都
道
府
県
に
移
管
す
る

と
共
に
、
平
成
27
年
度
か
ら
新
た
に
公

費
を
投
入
し
財
政
の
基
盤
の
強
化
を
図

る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
受
け

て
、
現
在
、
国
と
地
方
の
協
議
の
場
で

あ
る
『
国
保
基
盤
強
化
協
議
会
』
に
お

い
て
、
納
付
金
の
算
定
方
法
や
財
政
安

定
化
基
金
の
交
付
要
件
等
、
国
保
運
営

の
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
協
議
が
始

め
ら
れ
て
い
る
。
本
会
と
し
て
は
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
組
織
や
事
業
の
効
率
化

に
努
め
る
と
と
も
に
、
審
査
支
払
機
関

と
し
て
の
さ
ら
な
る
充
実
を
図
り
、
保

険
者
の
負
託
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
努
め

た
い
。
ま
た
、
地
域
住
民
の
健
康
増
進

に
資
す
る
た
め
の
保
健
事
業
に
つ
い
て

は
医
療
・
健
診
・
介
護
に
係
る
デ
ー
タ

を
活
用
し
、
医
療
費
適
正
化
の
た
め
の

保
険
者
支
援
に
努
め
る
と
と
も
に
、
保

険
者
及
び
関
係
機
関
と
の
連
携
を
密
に

し
な
が
ら
国
保
事
業
及
び
介
護
保
険
事

業
等
の
円
滑
な
運
営
に
向
け
て
さ
ら
に

取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
」
と
あ

い
さ
つ
し
た
。

「保険者および関係機関との連携を密にし
ていきたい」とあいさつする本田理事長
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新
制
度
へ
円
滑
に
移
行
で
き
る

よ
う
緊
密
な
連
携
を
図
る

続
い
て
、
来
賓
と
し
て
鹿
児
島
県
保

健
福
祉
部
の
古
薗
宏
明
部
長
が
「
国
民

健
康
保
険
は
、
年
齢
構
成
が
高
く
医
療

費
水
準
が
高
い
こ
と
や
、
低
所
得
者
が

多
く
保
険
料
負
担
が
重
い
な
ど
の
構
造

的
な
問
題
に
加
え
、
高
齢
化
の
進
展
、

医
療
技
術
の
高
度
化
に
伴
う
医
療
費

の
増
大
な
ど
に
よ
り
、
厳
し
い
財
政
状

況
に
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
中
、
去
る
５

月
27
日
に
国
保
制
度
改
革
を
柱
と
す
る

『
医
療
保
険
制
度
改
革
関
連
法
』
が
成

立
し
、
国
民
健
康
保
険
の
財
政
基
盤
の

強
化
策
と
し
て
、
保
険
者
支
援
制
度
の

拡
充
や
財
政
調
整
機
能
の
強
化
、
保
険

者
努
力
支
援
制
度
の
創
設
な
ど
、
公
費

に
よ
る
財
政
支
援
が
拡
充
さ
れ
る
と
と

も
に
、
平
成
30
年
度
か
ら
、
都
道
府
県

が
国
民
健
康
保
険
の
財
政
運
営
の
責
任

主
体
と
な
り
、
運
営
に
当
た
っ
て
中
心

的
な
役
割
を
担
う
こ
と
と
な
っ
た
。
制

度
や
運
用
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
引
き

続
き
国
と
地
方
が
十
分
協
議
し
な
が
ら

検
討
し
、
順
次
具
体
化
さ
れ
て
い
く
こ

と
と
さ
れ
て
い
る
。
県
と
し
て
は
、
今

後
と
も
、
各
保
険
者
や
国
保
連
合
会
の

皆
様
と
緊
密
に
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

円
滑
に
新
制
度
に
移
行
で
き
る
よ
う

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。
ま
た
、
各
保

険
者
の
皆
様
に
は
、
こ
れ
ま
で
特
定
健

診
・
特
定
保
健
指
導
等
の
保
健
事
業
の

充
実
や
後
発
医
薬
品
の
利
用
促
進
な
ど

の
さ
ま
ざ
ま
な
医
療
費
適
正
化
対
策
の

ほ
か
、
保
険
料
の
収
納
対
策
な
ど
に
努

め
て
い
た
だ
い
て
い
る
が
、
国
保
制
度

の
健
全
か
つ
安
定
的
な
運
営
の
確
保
を

図
る
た
め
、
引
き
続
き
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ

し
た
。

審
査
の
質
の
向
上
を
図
る
た
め

処
理
体
制
を
構
築

続
い
て
、
本
田
理
事
長
を
議
長
に
選

出
し
、
議
事
録
署
名
者
に
錦
江
町
の
楠

元
忠
洋
町
長
と
三
島
村
の
大
山
辰
夫
村

長
を
指
名
し
、
議
事
に
入
っ
た
。

報
告
第
11
号
か
ら
第
26
号
な
ら
び
に

議
案
第
29
号
を
各
課
長
が
説
明
し
、
原

案
ど
お
り
可
決
・
承
認
さ
れ
た
後
、
本

会
の
葛
迫
博
信
事
務
局
長
が
議
案
第

30
号
の
平
成
26
年
度
事
業
報
告
に
つ
い

て
説
明
。
そ
の
中
で
葛
迫
事
務
局
長

は
「
審
査
支
払
業
務
に
つ
い
て
は
、
査

定
率
向
上
の
た
め
の
研
究
や
職
員
の
審

査
事
務
の
質
の
向
上
を
図
る
た
め
係
内

研
修
・
専
門
科
チ
ー
ム
研
修
等
、
職
員

の
業
務
研
修
体
制
を
充
実
し
、
ま
た
審

査
委
員
会
か
ら
事
務
局
に
付
託
を
受
け

て
、
職
員
が
査
定
処
理
を
行
え
る
よ
う

付
託
項
目
を
拡
大
し
、
審
査
委
員
は

そ
の
他
の
部
分
で
医
学
的
判
断
に
専
念

で
き
る
体
制
を
作
っ
た
と
報
告
。
保
険

者
が
作
成
す
る
医
療
・
健
診
等
の
デ
ー

タ
分
析
に
基
づ
き
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル

に
沿
っ
た
効
率
的
・
効
果
的
に
実
施
さ

れ
る
保
健
事
業
計
画
（
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス

計
画
）
に
つ
い
て
、『
保
健
事
業
支
援
・

評
価
委
員
会
』
を
設
置
し
、
事
業
実

施
計
画
の
策
定
支
援
や
助
言
を
行
い
、

ま
た
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
を
作
成
す
る

に
あ
た
り
国
保
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
Ｋ
Ｄ

Ｂ
）
シ
ス
テ
ム
を
全
保
険
者
が
利
活
用

で
き
る
よ
う
ブ
ロ
ッ
ク
別
の
説
明
会
及

び
市
町
村
へ
個
別
支
援
を
実
施
し
た
と

説
明
。
介
護
給
付
適
正
化
事
業
に
つ
い

て
は
、
保
険
者
の
事
務
の
軽
減
と
介
護

給
付
費
の
適
正
化
を
図
る
た
め
、
本

会
で
行
う
縦
覧
点
検
帳
票
の
拡
充
を
行

い
、
27
年
度
か
ら
の
適
正
化
支
援
事
業

を
策
定
す
る
た
め
、
モ
デ
ル
市
町
に
対

し
て
モ
デ
ル
支
援
事
業
を
実
施
し
、
ま

た
適
正
化
シ
ス
テ
ム
帳
票
の
活
用
方
法

等
の
担
当
者
研
修
会
を
行
っ
た
」
と
述

べ
、
11
の
重
点
事
項
を
柱
に
事
業
を
実

施
し
た
と
報
告
し
た
。（
重
点
事
項
に
つ

い
て
は
７
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

引
き
続
き
、
議
案
第
31
号
か
ら
議
案

第
57
号
ま
で
の
審
議
お
よ
び
監
査
報
告

（
渋
谷
俊
彦
幹
事
・
出
水
市
長
）
が
行

わ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
・

承
認
さ
れ
た
。

平成26年度に実施した事業について説明する
本会の葛迫事務局長

「引き続き医療費適正化対策や保険料の
収納対策などに努めてほしい」と述べる
古薗保健福祉部長

平成26年度の歳入歳出決算状況等について熱心に
審議する出席者
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平成２７年第２回鹿児島県国民健康保険団体連合会通常総会特  集

● 一般会計 （単位：円）
歳　　　　　　　　入 歳　　　　　　　　出

款　　　　別 予算現額 収入済額 款　　　　別 予算現額 支出済額
１ 負担金 83,593,000 83,578,604 1 会議費 1,130,000 885,327 
2 国庫支出金 12,173,000 4,201,000 2 総務費 340,770,000 329,493,916 
3 国保中央会支出金 1,000 0 3 事業費 52,825,000 40,650,419 
4 財産収入 8,372,000 8,371,200 4 借入金償還金 1,000 0 
5 繰入金 3,430,327,000 3,430,324,768 5 積立金 3,116,593,000 3,116,590,692 
6 繰越金 68,959,000 68,959,917 6 繰出金 60,237,000 60,237,000 
7 諸収入 5,421,000 5,525,953 7 諸支出金 6,985,000 6,938,609 
8 借入金 1,000 0 8 予備費 30,306,000 0 

歳　　入　　合　　計 3,608,847,000 3,600,961,442 歳　　出　　合　　計 3,608,847,000 3,554,795,963 

● 診療報酬審査支払特別会計　業務勘定
款　　　　別 予算現額 収入済額 款　　　　別 予算現額 支出済額

1 手数料 618,517,000 611,372,653 1 総務費 517,318,000 478,051,746 
2 国庫支出金 11,844,000 6,035,000 2 審査委員会費 47,251,000 43,961,972 
3 国保中央会支出金 1,000 0 3 レセプト電算処理システム特別分担金 32,165,000 32,075,637 
4 助成事業受入金 170,267,000 170,265,846 4 助成事業支出金 170,267,000 170,265,846 
5 繰入金 1,344,115,000 1,344,108,990 5 積立金 456,232,000 456,228,899 
6 繰越金 689,953,000 689,953,264 6 特別審査負担金 2,840,000 2,559,893 
7 諸収入 14,304,000 15,064,750 7 借入金償還金 1,000 0 
8 借入金 1,000 0 8 諸支出金 1,539,276,000 1,539,276,000 

　　 9 予備費 83,652,000 0 
歳　　入　　合　　計 2,849,002,000 2,836,800,503 歳　　出　　合　　計 2,849,002,000 2,722,419,993 

● 診療報酬審査支払特別会計　国民健康保険診療報酬支払勘定
款　　　　別 予算現額 収入済額 款　　　　別 予算現額 支出済額

1 国民健康保険診療報酬受入金 154,881,388,000 150,243,380,251 1 国民健康保険診療報酬支出金 154,881,388,000 150,242,707,534 
2 借入金 700,000,000 0 2 市町村貸付金 700,000,000 0 
3 市町村償還金 700,553,000 0 3 借入金償還金 700,553,000 0 
4 繰越金 68,952,000 68,952,371 4 繰出金 44,594,000 44,594,000 
5 諸収入 2,000 0 5 予備費 24,360,000 0 

歳　　入　　合　　計 156,350,895,000 150,312,332,622 歳　　出　　合　　計 156,350,895,000 150,287,301,534 

● 診療報酬審査支払特別会計　公費負担医療に関する診療報酬支払勘定
款　　　　別 予算現額 収入済額 款　　　　別 予算現額 支出済額

1 公費負担医療受入金 3,869,355,000 3,604,175,046 1 公費負担医療支出金 3,869,355,000 3,610,663,435 
2 繰越金 24,106,000 23,374,554 2 予備費 24,108,000 0 
3 諸収入 2,000 0 

歳　　入　　合　　計 3,893,463,000 3,627,549,600 歳　　出　　合　　計 3,893,463,000 3,610,663,435 

●  診療報酬審査支払特別会計　出産育児一時金等に関する支払勘定
款　　　　別 予算現額 収入済額 款　　　　別 予算現額 支出済額

1 出産育児一時金等受入金 4,191,223,000 4,107,630,051 1 出産育児一時金等支出金 4,191,223,000 4,107,630,051 
2 借入金 1,000 0 2 市町村貸付金 1,000 0 
3 市町村償還金 2,000 0 3 借入金償還金 2,000 0 
4 繰越金 1,000 0 4 予備費 3,000 0 
5 諸収入 2,000 0 

歳　　入　　合　　計 4,191,229,000 4,107,630,051 歳　　出　　合　　計 4,191,229,000 4,107,630,051 

平成27年７月27日の通常総会において、平成26年度一般会計並びに各会計の決算
が承認されたので公告する。
	 平成27年７月27日

鹿児島県国民健康保険団体連合会　理事長　本 田   修 一

公
　
告

《平成26年度各会計別決算状況》
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● 後期高齢者医療事業関係業務特別会計　業務勘定 （単位：円）
款　　　　別 予算現額 収入済額 款　　　　別 予算現額 支出済額

1 手数料 556,456,000 542,671,056 1 総務費 467,457,000 421,417,713 
2 国庫支出金 10,335,000 4,517,000 2 審査委員会費 64,504,000 62,902,083 
3 県支出金 1,000 0 3 特別審査負担金 2,000,000 1,453,107 
4 繰入金 30,006,000 30,000,000 4 積立金 101,697,000 101,694,377 
5 諸収入 2,000 202,316 5 繰出金 35,000,000 35,000,000 
6 繰越金 140,170,000 140,170,751 6 負担金 26,564,000 26,095,233 
７ 借入金 1,000 0 7 借入金償還金 1,000 0 

8 諸支出金 1,000 0 
9 予備費 39,747,000 0 

歳　　入　　合　　計 736,971,000 717,561,123 歳　　出　　合　　計 736,971,000 648,562,513 

● 後期高齢者医療事業関係業務特別会計　後期高齢者医療診療報酬支払勘定
款　　　　別 予算現額 収入済額 款　　　　別 予算現額 支出済額

1 後期高齢者医療診療報酬受入金 261,958,785,000 250,531,526,282 1 後期高齢者医療診療報酬支出金 261,958,785,000 250,531,526,282 
2 県支出金 1,000 0 2 予備費 4,000 0 
3 繰越金 1,000 0 
4 諸収入 2,000 0 

歳　　入　　合　　計 261,958,789,000 250,531,526,282 歳　　出　　合　　計 261,958,789,000 250,531,526,282 

● 後期高齢者医療事業関係業務特別会計　公費負担医療に関する診療報酬支払勘定
款　　　　別 予算現額 収入済額 款　　　　別 予算現額 支出済額

1 公費負担医療受入金 1,219,392,000 1,147,099,111 1 公費負担医療支出金 1,219,392,000 1,147,098,996 
2 県支出金 1,000 0 2 予備費 4,000 0 
3 繰越金 1,000 765 
4 諸収入 2,000 0 

歳　　入　　合　　計 1,219,396,000 1,147,099,876 歳　　出　　合　　計 1,219,396,000 1,147,098,996 

●  国保高齢者医療制度円滑導入基金事業特別会計
款　　　　別 予算現額 収入済額 款　　　　別 予算現額 支出済額

1 国庫支出金 2,006,511,000 2,006,510,000 1 総務費 12,942,000 12,314,100 
2 特定資産収入 2,006,706,000 2,006,646,080 2 事業費 4,224,738,000 4,187,419,926 
3 預託金取崩収入 2,265,060,000 2,225,574,985 3 特定資産支出 2,006,512,000 2,006,510,000 
4 特定資産運用収入 643,000 641,436 4 借入金償還金 2,000 0 
5 借入金 1,000 0 5 諸支出金 1,000 0 
6 諸収入 3,000 0 6 繰出金 2,000 0 
7 繰越金 213,286,000 213,286,244 7 予備費 248,013,000 0 

歳　　入　　合　　計 6,492,210,000 6,452,658,745 歳　　出　　合　　計 6,492,210,000 6,206,244,026 

● 保険財政共同安定化事業・高額医療費共同事業特別会計
款　　　　別 予算現額 収入済額 款　　　　別 予算現額 支出済額

1 共同事業拠出金 32,222,681,000 32,161,507,074 1 総務費 12,052,000 11,441,627 
2 国庫支出金 25,842,000 33,951,000 2 交付金支出金 32,222,681,000 32,161,507,074 
3 超高額医療費共同事業交付金 148,546,000 141,040,202 3 超高額医療費共同事業医療費拠出金 104,953,000 104,429,739 
4 繰入金 2,000 0 4 積立金 2,000 0 
5 繰越金 311,645,000 311,645,790 5 予備費 369,031,000 0 
6 諸収入 2,000 0 
7 財産収入 1,000 0 

歳　　入　　合　　計 32,708,719,000 32,648,144,066 歳　　出　　合　　計 32,708,719,000 32,277,378,440 

● 第三者行為損害賠償求償事務共同事業特別会計
款　　　　別 予算現額 収入済額 款　　　　別 予算現額 支出済額

1 損害賠償受入金 619,094,000 598,117,801 1 総務費 24,871,000 24,275,092 
2 国庫支出金 10,000 10,000 2 損害賠償支出金 591,365,000 568,995,161 
3 繰越金 15,066,000 15,066,842 3 予備費 3,160,000 0 
4 諸収入 2,000 0 4 繰出金 14,776,000 14,776,000 

歳　　入　　合　　計 634,172,000 613,194,643 歳　　出　　合　　計 634,172,000 608,046,253 

● 保険者協議会関係業務特別会計
款　　　　別 予算現額 収入済額 款　　　　別 予算現額 支出済額

1 負担金 707,000 641,276 1 事業費 1,414,000 1,292,276 
2 国庫支出金 707,000 651,000 2 予備費 1,000 0 
3 諸収入 1,000 0 

歳　　入　　合　　計 1,415,000 1,292,276 歳　　出　　合　　計 1,415,000 1,292,276 
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平成２７年第２回鹿児島県国民健康保険団体連合会通常総会特  集

● 特定健康診査・特定保健指導等事業特別会計　業務勘定 （単位：円）
款　　　　別 予算現額 収入済額 款　　　　別 予算現額 支出済額

1 手数料 55,286,000 52,648,777 1 総務費 45,400,000 40,065,169 
2 国庫支出金 4,582,000 4,671,000 2 負担金 9,176,000 6,677,756 
3 繰越金 24,337,000 24,337,476 3 積立金 7,214,000 7,212,196 
4 諸収入 2,000 0 ４ 予備費 7,059,000 0 
5 積立金繰入金 64,000,000 64,000,000 5 繰出金 79,358,000 79,358,000 

歳　　入　　合　　計 148,207,000 145,657,253 歳　　出　　合　　計 148,207,000 133,313,121 

● 特定健康診査・特定保健指導等事業特別会計　特定健康診査・特定保健指導等費用支払勘定
款　　　　別 予算現額 収入済額 款　　　　別 予算現額 支出済額

1 特定健診・特定保健指導等費用受入金 1,241,505,000 911,052,273 1 特定健診・特定保健指導等費用支出金 1,241,505,000 911,052,273 
2 繰越金 1,000 0 2 予備費 3,000 0 
3 諸収入 2,000 0 

歳　　入　　合　　計 1,241,508,000 911,052,273 歳　　出　　合　　計 1,241,508,000 911,052,273 

● 特定健康診査・特定保健指導等事業特別会計　後期高齢者健診等費用支払勘定
款　　　　別 予算現額 収入済額 款　　　　別 予算現額 支出済額

1 後期高齢者健診等費用受入金 297,849,000 297,143,918 1 後期高齢者健診等費用支出金 297,849,000 297,143,918 
2 繰越金 1,000 0 2 予備費 3,000 0 
3 諸収入 2,000 0 

歳　　入　　合　　計 297,852,000 297,143,918 歳　　出　　合　　計 297,852,000 297,143,918 

● 介護保険事業関係業務特別会計　業務勘定
款　　　　別 予算現額 収入済額 款　　　　別 予算現額 支出済額

1 手数料 165,590,000 153,052,668 1 総務費 133,584,000 115,182,927 
2 負担金 3,352,000 3,409,519 2 審査委員会費 2,389,000 1,988,592 
3 国庫支出金 2,000,000 2,042,000 3 介護サービス苦情処理委員会費 1,084,000 756,788 
4 県支出金 1,000 0 4 国保中央会負担金 38,323,000 37,306,996 
5 国保中央会支出金 869,000 119,600 5 主治医意見書料等支出金 84,303,000 80,620,544 
6 主治医意見書料等受入金 84,303,000 80,620,544 6 積立金 93,917,000 93,913,156 
7 財産収入 1,000 0 7 諸支出金 632,403,000 632,403,000 
8 繰入金 397,841,000 397,836,733 8 予備費 16,862,000 0 
9 繰越金 348,906,000 348,906,254 
10 諸収入 2,000 0 

歳　　入　　合　　計 1,002,865,000 985,987,318 歳　　出　　合　　計 1,002,865,000 962,172,003 

● 介護保険事業関係業務特別会計　介護給付費支払勘定
款　　　　別 予算現額 収入済額 款　　　　別 予算現額 支出済額

1 介護給付費受入金 148,857,202,000 145,873,147,203 1 介護給付費支出金 148,857,202,000 145,873,147,203 
2 介護予防・日常生活支援総合事業費受入金 260,000 0 2 介護予防・日常生活支援総合事業費支出金 260,000 0 
3 借入金 100,000,000 0 3 市町村貸付金 100,000,000 0 
4 市町村償還金 100,079,000 0 4 借入金償還金 100,079,000 0 
5 繰越金 1,225,000 1,225,426 5 予備費 1,227,000 0 
6 諸収入 2,000 0 

歳　　入　　合　　計 149,058,768,000 145,874,372,629 歳　　出　　合　　計 149,058,768,000 145,873,147,203 

● 介護保険事業関係業務特別会計　公費負担医療等に関する介護給付費等支払勘定
款　　　　別 予算現額 収入済額 款　　　　別 予算現額 支出済額

1 公費負担医療等受入金 1,271,968,000 1,263,716,828 1 公費負担医療等支出金 1,271,968,000 1,263,716,828 
2 繰越金 9,000 9,787 2 予備費 11,000 0 
3 諸収入 2,000 0 

歳　　入　　合　　計 1,271,979,000 1,263,726,615 歳　　出　　合　　計 1,271,979,000 1,263,716,828 
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● 障害者総合支援事業関係業務特別会計　業務勘定 （単位：円）
款　　　　別 予算現額 収入済額 款　　　　別 予算現額 支出済額

１ 手数料 38,320,000 41,656,166 1 総務費 23,915,000 20,975,478 
2 国庫支出金 1,000 0 2 国保中央会負担金 15,366,000 15,365,296 
3 県支出金 1,000 0 3 訪問調査委託料支出金 1,000 0 
4 国保中央会支出金 487,000 709,320 4 予備費 8,369,000 0 
5 訪問調査委託料受入金 1,000 0 5 積立金 20,938,000 20,937,001 
6 財産収入 1,000 0 6 諸支出金 20,899,000 20,899,000 
7 繰入金 16,700,000 16,698,277 
8 繰越金 33,975,000 33,975,136 
9 諸収入 2,000 0 

歳　　入　　合　　計 89,488,000 93,038,899 歳　　出　　合　　計 89,488,000 78,176,775 

● 障害者総合支援事業関係業務特別会計　障害介護給付費支払勘定
款　　　　別 予算現額 収入済額 款　　　　別 予算現額 支出済額

１ 障害介護給付費受入金 33,156,770,000 32,363,071,212 1 障害介護給付費支出金 33,156,770,000 32,363,071,212 
2 借入金 78,000,000 0 2 市町村貸付金 78,000,000 0 
3 市町村償還金 78,062,000 0 3 借入金償還金 78,062,000 0 
4 繰越金 1,000 0 4 予備費 3,000 0 
5 諸収入 2,000 0 

歳　　入　　合　　計 33,312,835,000 32,363,071,212 歳　　出　　合　　計 33,312,835,000 32,363,071,212 

● 障害者総合支援事業関係業務特別会計　障害児給付費支払勘定
款　　　　別 予算現額 収入済額 款　　　　別 予算現額 支出済額

１ 障害児給付費受入金 3,933,139,000 3,932,913,505 1 障害児給付費支出金 3,933,139,000 3,932,913,505 
2 繰越金 1,000 0 2 予備費 3,000 0 
3 諸収入 2,000 0 

歳　　入　　合　　計 3,933,142,000 3,932,913,505 歳　　出　　合　　計 3,933,142,000 3,932,913,505 

● 各会計合計
款　　　　別 予算現額 収入済額 款　　　　別 予算現額 支出済額

歳　　入　　合　　計 665,001,752,000 642,463,714,851 歳　　出　　合　　計 665,001,752,000 641,517,666,600 

財　産　目　録（平成２６年度）
平成27年３月31日現在

種　別 26 年度末（単位：円） 摘　要

1 現金の部 0
2 預金の部 946,048,251 普通預金
3 債券の部 0
4 積立金の部 4,269,626,929 普通預金

保険財政共同安定化事業・高額医療費共同事業基金 471,044,688 普通預金
国保高齢者医療制度円滑導入基金 2,005,920 普通預金

※ 一般会計積立資産 2,965,592,477 普通預金
退職給付引当資産 107,402,574 普通預金
国民健康保険財政調整基金積立資産 60,237,000 普通預金
後期高齢者医療財政調整基金積立資産 38,383,260 普通預金
特定健康診査財政調整基金積立資産 5,213,000 普通預金
介護保険財政調整基金積立資産 14,998,000 普通預金
障害者総合支援法財政調整基金積立資産 3,676,000 普通預金
一般会計減価償却引当資産 43,595,641 普通預金
国民健康保険減価償却引当資産 395,991,899 普通預金
後期高齢者医療減価償却引当資産 63,311,117 普通預金
特定健康診査減価償却引当資産 1,999,196 普通預金
介護保険減価償却引当資産 78,915,156 普通預金
障害者総合支援法減価償却引当資産 17,261,001 普通預金

※一般会計積立資産
収益事業の会計の繰越金及び積立金を原資として、各会計の財政調整基金積立資産と減価償却引当資産等に充当した残額であり、一般会計へ繰出した額。
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平成２７年第２回鹿児島県国民健康保険団体連合会通常総会特  集

❶査定率の目標値を設定し、査定率向上のための研究や職員の
審査事務の質の向上を図るため係内研修・専門科チーム研修
等職員の業務研修体制を充実し、審査委員との連携強化を
行った。また、審査委員会から事務局に付託を受けて、職員
が査定処理を行えるよう付託項目を拡大し、審査委員はその
他の部分で医学的判断に専念できる体制を作った。

❷保険税収納率向上事業においては、国保税（料）の収納率
向上を目的に保険者の徴収業務を通じての意識改革を目的と
した捜索から動産差押え、インターネット公売などの研修会を
実施した。また、３保険者に収納アドバイザーを派遣し、収納
に関する指導・助言等を行いながら保険者の収納率向上を支
援し、その結果については、研修会にて報告を行った。

❸広報事業においては、国保事業の健全な運営を推進するた
め、保険者への調査、広報委員会での意見を基に、広報番
組と機関誌で連携して、保険税の収納など住民生活に関わり
のある国保や介護制度の仕組みや届け出関係、保険者の参
考となるように効果のあった保健事業の取り組み、医師等によ
る疾病予防や健診受診による健康管理等についての専門的情
報を発信し、機関誌の「国保かごしま」は、国保中央会の主
催する国保連合会広報誌コンクールで１９年度から連続して優
秀作品として表彰されている。また、被保険者の健康づくりへ
の契機となるよう健康増進月間作文・標語コンクールの実施
や国保税（料）収納促進ポスターを制作し、各保険者・金
融機関等に配布した。

❹介護給付適正化事業については、保険者の事務の軽減と介
護給付費の適正化を図るため、本会で行う縦覧点検帳票の拡
充を行い、27年度からの適正化支援事業を策定するため、モ
デル市町に対してモデル支援事業を実施した。また、適正化
システム帳票の活用方法等の担当者研修会を実施した。

❺保険者の医療費適正化に資するため、交通事故、船舶事故
による第三者行為求償事務について保険者事務の支援に努
め、損害賠償額の低い介護保険の交通事故の掘り起こしを
行った。また、12月から、保険者からの要望の多かった加害
者請求を実施した。

❻保険者が作成する医療・健診等のデータ分析に基づきＰＤＣ
Ａサイクルに沿った効率的・効果的に実施される保健事業計
画（データヘルス計画）について、「保健事業支援・評価委
員会」を設置し、事業実施計画の策定支援や助言を行った。
また、データヘルス計画を作成するにあたり国保データベース

（ＫＤＢ）システムを全保険者が利活用できるようブロック別の
説明会及び市町村へ個別支援を実施した。

❼生活習慣病対策支援事業については、2保険者へ職員と、公
衆衛生学の研究機関の講師を派遣し、医療・健診等のデー
タ分析から健康課題を明確にし、重症化予防対策等の保健
事業の計画策定の支援を行った。

❽地域の保健活動に従事する在宅保健師等の組織の支援を行
い在宅保健師の増員及びサロンの増設に努め、市町村の健康
まつり、高齢者の健康保持と仲間づくり、また閉じこもり防止
や寝たきり予防を目的に開設しているふれあいサロンに在宅保
健師等を派遣した。

❾高齢者の健康保持と閉じこもり防止・寝たきり予防に貢献する
とともに、医療費の安定化に寄与することを目的に、市町村の
健康づくり推進員や在宅保健師・看護師会会員を対象として、
県内７地区でふれあいサロン支援者研修会を開催しスキルアッ
プを図った。

�保険者協議会の事務局として、各医療保険者間の連携・情
報共有に努め、企画調査・保健活動両部会で行う医療費分
析の結果を県、医療保険者へ説明し、ホームページに掲載
した。

�診療施設協議会においては、全国の診療施設関係者が一堂
に会し、地域包括ケアの推進に取り組んでいる施設の視察や、
テーマに沿った事例発表等による討議を行い、保健・医療・
介護・福祉の連携による地域包括医療・ケアの推進を図って
いくことを目的とした「第２８回地域医療現地研究会」を５月
１６～１７日に奄美市・瀬戸内町で開催し、全国から218人の
参加があった。

事業計画の基本方針に基づき、次の11項目の重点事項を柱に事業を実施
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教
室
は
転
倒
予
防
が
始
ま
り

健
康
づ
く
り
教
室
の
講
師
派
遣
事

業
は
、
平
成
14
年
旧
宮
之
城
町
で
厚

労
省
所
管
の
補
助
事
業
を
活
用
し
ス

タ
ー
ト
し
た
。
当
時
は
、
地
域
に
声

か
け
を
行
い
、
歳
を
取
っ
て
転
ば
な
い

よ
う
に
と
い
う
意
味
で
「
こ
ろ
ば
ん
教

室
」
を
立
ち
上
げ
て
も
ら
い
そ
こ
に
講

師
を
派
遣
し
た
。
講
師
に
つ
い
て
は
、

当
時
保
健
師
で
も
行
っ
て
い
た
が
、
回

数
や
メ
ニ
ュ
ー
も
限
ら
れ
て
い
た
こ
と
か

ら
、
町
内
で
体
操
教
室
な
ど
の
機
能
回

復
運
動
を
指
導
し
て
い
る
方
を
数
名
依

頼
し
、
健
康
体
操
教
室
や
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
、
水
中
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
太
極
拳
を

メ
ニ
ュ
ー
化
し
、
各
教
室
で
継
続
的
に

実
施
し
た
。
現
在
で
も
「
こ
ろ
ば
ん
教

室
」
の
名
称
を
残
し
た
サ
ロ
ン
が
あ
る
。

平
成
17
年
に
合
併
し
、
さ
つ
ま
町
に

生
ま
れ
変
わ
っ
た
の
に
伴
い
、
健
康
教

室
を
各
地
域
で
実
施
す
る
た
め
、
茶
話

会
を
中
心
と
し
た
サ
ロ
ン
を
立
ち
上
げ

て
も
ら
い
、
そ
こ
に
講
師
を
派
遣
す
る

よ
う
に
し
た
。

現
在
、
講
師
派
遣
等
が
で
き
る
教
室

に
つ
い
て
は
、
健
康
体
操
教
室
、
栄
養

教
室
、
お
口
歯
っ
す
る
教
室
が
あ
る
。

お
口
の
健
康
を
保
ち
　
　
　

介
護
予
防
に
つ
な
げ
る

こ
の
日
、
仮
屋
瀬
公
民
館
で
は
、
お

口
や
入
れ
歯
の
お
手
入
れ
、
誤
嚥
性

肺
炎
予
防
に
つ
い
て
の
講
義
や
口
腔
機

能
を
高
め
る
た
め
の
体
操
な
ど
を
行
う

「
お
口
歯
っ
す
る
教
室
」
が
開
か
れ
、

ほ
た
る
こ
ろ
ば
ん
会
の
15
人
が
参
加
し

た
。
講
師
の
中
村
圭
子
歯
科
衛
生
士
は

「
お
口
の
健
康
が
損
な
わ
れ
る
と
、
低

栄
養
や
免
疫
力
の
低
下
な
ど
を
招
き
風

邪
や
肺
炎
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
か

ら
身
を
守
れ
な
く
な
る
。
特
に
高
齢
者

の
場
合
、
加
齢
に
よ
る
口
腔
機
能
の
低

下
が
心
配
さ
れ
る
た
め
、
こ
の
教
室
で

は
、
ま
だ
ま
だ
元
気
な
う
ち
に
、
お
口

の
健
康
を
保
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、

介
護
予
防
に
つ
な
げ
て
行
き
た
い
」
と

話
し
た
。

正
し
い
方
法
で
適
度
な
運
動
量

続
い
て
訪
れ
た
黒
鳥
集
落
セ
ン
タ
ー

で
は
、「
健
康
体
操
教
室
」
が
開
か
れ
、

サ
ロ
ン
黒
鳥
の
男
性
３
人
を
含
む
15
人

が
参
加
し
た
。
講
師
の
稲
川
美
沙
登

ス
ポ
ー
ツ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
は
「
健

康
体
操
教
室
で
は
、
音
楽
に
合
わ
せ

た
運
動
、
ス
ト
レ
ッ
チ
、
座
っ
て
行
な

健
康
づ
く
り
教
室
　
さ
つ
ま
町

町
民
が
楽
し
み
な
が
ら

「
自
分
の
健
康
は
自
分
で
つ
く
る
」を
意
識
づ
け
る

さ
つ
ま
町
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
区
公
民
館
長
や
公
民
会
長
、
健
康
づ
く
り
推
進
員
な
ど
「
地
域
力
」の
効
果
に
よ
っ
て
平
成
24

年
度
70
・
４
％
、
平
成
25
年
度
72
・
４
％
と
特
定
健
診
受
診
率
目
標
値
70
％
を
達
成
し
て
い
る
。
住
民
の
健
康
を
高
め
よ
う
と
す
る
意
欲

に
対
し
て
、
幅
広
く
学
び
の
機
会
を
提
供
し
て
い
る
さ
つ
ま
町
。
10
人
以
上
所
属
し
て
い
る
各
種
団
体
に
対
し
、
講
師
等
の
派
遣
を

行
っ
て
い
る
「
健
康
づ
く
り
教
室
」を
取
材
す
る
た
め
、
仮
屋
瀬
公
民
館
と
黒
鳥
集
落
セ
ン
タ
ー
を
訪
れ
た
。

「歯をきれいにして寝れば、誤嚥性肺炎は
予防できる」と話す中村圭子講師

教室は、健康づくりを
目的とした地域の

コミュニティーの場と
なっています

「ポイントは笑顔。脳と上半身を使いながら、笑ってほしい」と話す
稲川美沙登講師

さつま町健康増進課　四位良和課長
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う
運
動
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
４
つ

の
パ
タ
ー
ン
が
あ
っ
て
、
各
サ
ロ
ン
の

希
望
に
合
わ
せ
て
実
施
し
て
い
る
。
皆

さ
ん
、
運
動
は
必
要
だ
と
感
じ
て
い
て

も
、
１
人
で
は
な
か
な
か
実
行
出
来
な

い
こ
と
が
多
く
、
ま
た
、
間
違
っ
た
方

法
で
の
運
動
や
つ
い
無
理
を
し
て
し
ま

う
の
で
、
こ
の
教
室
で
正
し
い
方
法
と

適
度
な
運
動
の
量
を
身
に
つ
け
て
い
た

だ
き
た
い
」
と
話
し
た
。

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
の
　
　

憩
い
の
場

講
師
派
遣
の
条
件
は
、
８
割
以
上
が

鹿
児
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
ま

た
は
、
さ
つ
ま
町
国
民
健
康
保
険
の
被

保
険
者
で
、
10
人
以
上
所
属
し
て
い
る

各
種
団
体
が
申
込
書
を
教
室
開
催
日
の

20
日
前
ま
で
に
、
さ
つ
ま
町
役
場
に
提

出
す
る
と
申
し
込

め
る
。
こ
の
講
師

派
遣
に
関
す
る
費

用
は
さ
つ
ま
町
が

負
担
す
る
。
平
成

27
年
度
の
講
師
派

遣
事
業
は
、
町

内
の
サ
ロ
ン
53
団

体
が
計
画
し
て
い

て
、
健
康
体
操
教

室
44
教
室
、
お
口

歯
っ
す
る
教
室
29

教
室
、
効
果
的
な
栄
養
の
と
り
方
の
講

義
、
食
事
や
お
や
つ
の
調
理
実
習
を
行

う
栄
養
教
室
へ
24
教
室
の
講
師
派
遣
の

申
し
込
み
が
来
て
い
る
と
い
う
。

さ
つ
ま
町
健
康
増
進
課
の
田
口
浩

子
保
健
師
は
「
健
康
づ
く
り
教
室
に

参
加
さ
れ
た
方
々
か
ら
は
、
日
頃
の
食

生
活
や
運
動
な
ど
を
見
直
す
い
い
機
会

に
な
っ
て
、
健
康
増
進
に
努
め
る
よ
う

に
な
っ
た
。
ま
た
、
サ
ロ
ン
へ
の
参
加

者
も
増
え
て
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者

の
憩
い
の
場
に
も
な
っ
て
、
健
康
増
進

だ
け
で
な
く
、
ひ
き
こ
も
り
防
止
に
も

な
っ
た
と
の
声
も
聞
か
れ
る
。
町
と
し

て
は
、
健
康
教
室
を
各
地
域
で
実
施
し

て
い
く
た
め
に
、
茶
話
会
を
中
心
と
し

た
サ
ロ
ン
を
立
ち
上
げ
て
も
ら
い
、
こ

れ
か
ら
も
各
地
域
に
働
き
か
け
て
行
き

た
い
」
と
話
す
。

さ
つ
ま
町
は
住
民
の
健
康
づ
く
り
に

対
し
て
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
こ
れ
ら
の
教
室
で
指
導
を
受
け
る

こ
と
で
、「
こ
ろ
ば
ん
教
室
」
の
名
の
通

り
転
倒
防
止
や
認
知
症
予
防
に
つ
な
が

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

「サロンに来て、しゃべったり、笑ったりして顔の筋肉を使ってほしい」と話す
ほたるころばん会の津曲芙佐子代表

「皆さんの笑顔がすごく好きで、毎月１回のサロンは楽しい時間です」と話す
サロン黒鳥の今東ひろ子代表

参加者の笑顔は、
心身両面の
健康づくりと
なっています

「歯がある人は若く見え、笑ったときもかわいいでしょ」と参加者に呼び掛ける

頭の体操：脳に刺激を与え、混乱を楽しむ参加者

さつま町健康増進課　田口浩子保健師

お口歯っする教室

健康体操教室
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保健師
ルポ

星
野
　
祐
子

徳
之
島
町
保
健
セ
ン
タ
ー
　
保
健
師

気
軽
に
相
談
で
き
る
町
の
保
健
師
と
し
て

地
域
の
健
康
づ
く
り
に
貢
献
し
た
い

健
康
と
長
寿
の
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
す

徳
之
島
町
は
、
鹿
児
島
市
か
ら
南

南
西
４
６
８
㎞
に
位
置
し
、
空
路
で
約

60
分
、
海
路
で
14
時
間
半
の
距
離
に

あ
り
ま
す
。
徳
之
島
全
島
の
総
面
積

２
４
７
・
８
㎢
の
う
ち
、
本
町
は
半
分
弱

の
１
０
４
・
９
㎢
を
占
め
、
東
４
・
５
㎞
、

南
北
22
・
9
㎞
の

細
長
い
地
形
で
、

東
は
太
平
洋
、
北

は
東
シ
ナ
海
に
面

し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
西
は
井
之
川

岳
（
標
高
６
４
５

m
）
や
天
城
岳
な

ど
の
山
岳
で
天
城

町
と
境
界
を
成

し
、
南
は
、
本
川

で
伊
仙
町
と
隣
接
し
て
い
ま
す
。
気
象

は
、
亜
熱
帯
海
洋
性
で
四
季
を
通
じ

温
暖
多
雨
な
地
域
で
、
エ
メ
ラ
ル
ド
グ

リ
ー
ン
の
海
岸
線
が
広
が
り
、
白
い
砂

と
珊
瑚
礁
に
囲
ま
れ
て
い
る
自
然
豊
か

な
ま
ち
で
す
。
昭
和
60
年
に
は
「
健
康

の
ま
ち
宣
言
」
を
行
い
、
健
康
と
長
寿

の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

味
覚
と
視
覚
に
よ
る
減
塩
の

啓
発私

は
保
健
セ
ン
タ
ー
で
、
国
保
・
後

期
高
齢
者
の
保
健
事
業
を
担
当
し
て
い

ま
す
。
主
に
、
生
活
習
慣
病
の
一
次
予

防
と
重
症
化
予
防
対
策
事
業
、
特
定
健

診
未
受
診
者
対
策
事
業
、
早
期
に
生
活

習
慣
病
を
予
防
す
る
た
め
に
若
年
者
を

対
象
と
し
た
早
期
介
入
事
業
な
ど
の
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
24
年
度
か
ら
は
、
鹿
児

島
県
の
脳
卒
中
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
モ

デ
ル
地
区
に
参
加
し
、
発
症
予
防
・
重

症
化
予
防
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
徳

之
島
町
の
脳
卒
中
に
お
け
る
年
代
別
死

亡
者
数
を
み
る
と
、
30
歳
か
ら
60
歳
代

の
働
き
盛
り
の
年
代
に
も
み
ら
れ
、
早

世
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
平
成
17

年
か
ら
平
成
25
年
ま
で
の
Ｓ
Ｍ
Ｒ
に
お

い
て
も
男
女
と
も
に
増
加
し
て
お
り
、

特
に
男
性
に
お
い
て
は
平
成
25
年
の
Ｓ

Ｍ
Ｒ
が
１
２
４
・
２
と
全
国
よ
り
も
高
く

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
高
血
圧
対

策
と
し
て
、
健
診
結
果
報
告
会
や
健
康

教
室
等
で
減
塩
レ
シ
ピ
の
紹
介
や
、
減

塩
食
の
試
食
、
み
そ
汁
の
塩
分
濃
度
測

塩分含有量の媒体：しょうゆの数でみるとびっくりされますアルコールの媒体：アルコールの選び方や食事の見直し
などを一緒に考えています

徳之島町役場、健康増進課のみなさん：健康の町をめ
ざして一緒に活動しています
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保健師
ルポ

定
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。
食
品
の
塩

分
含
有
量
は
、
塩
の
量
で
説
明
し
て
も

わ
か
り
に
く
い
こ
と
か
ら
、
弁
当
用
の

醤
油
パ
ッ
ク
で
換
算
し
た
塩
分
媒
体
を

作
成
し
、
管
理
栄
養
士
や
食
生
活
改
善

推
進
員
の
協
力
を
頂
き
な
が
ら
、
味
覚

と
視
覚
に
よ
る
減
塩
の
啓
発
を
行
っ
て

い
ま
す
。

健
診
を
受
け
て
自
分
の
体
を

知
る
こ
と
か
ら
始
め
る

生
活
習
慣
病
の
発
症
予
防
と
重
症
化

予
防
は
、
ま
ず
、
特
定
健
診
を
受
け
て

自
分
の
体
の
状
態
を
知
る
こ
と
か
ら
始

ま
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
受
診
し
や
す

い
環
境
の
整
備
や
広
報
活
動
な
ど
、
受

診
率
向
上
の
取
り
組
み
を
実
施
し
て
き

ま
し
た
。
受
診
率
は
、
少
し
ず
つ
伸

び
て
き
ま
し
た
が
目
標
値
に
は
届
か
ず

40
％
前
後
を
推
移
し
て
い
ま
す
。
今
後

も
、
健
診
の
あ
り
方
を
見
直
し
、
受
診

し
や
す
い
健
診
体
制
、
健
診
待
ち
時
間

の
解
消
な
ど
町
民
の
声
を
も
と
に
改
善

を
図
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

ま
た
、
特
定
保
健
指
導
の
課
題
で

は
、
過
去
の
保
健
指
導
対
象
者
が
再
び

指
導
対
象
と
な
る
ケ
ー
ス
で
、
初
回
面

接
以
降
の
継
続
支
援
を
希
望
し
な
い
人

が
増
え
て
い
る
こ
と
で
す
。
電
話
で
連

絡
が
取
れ
な
い
、
手
紙
で
の
支
援
に
も

返
信
が
な
い
な
ど
、
実
施
が
年
々
難
し

く
な
っ
て
い
ま
す
。
特
定
保
健
指
導
に

お
い
て
は
、
新
規
対
象
者
と
経
年
対
象

者
に
応
じ
て
指
導
内
容
を
検
討
し
、
ア

プ
ロ
ー
チ
方
法
や
指
導
内
容
の
充
実
を

図
り
、
利
用
率
向
上
を
目
指
し
て
い
き

た
い
で
す
。

重
要
な
の
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
重
ね
共
に
考
え
る
こ
と

保
健
指
導
で
は
、
町
民
が
自
分
の

体
の
中
で
何
が
起
こ
っ
て
い
る
か
気
づ

き
行
動
変
容
を
し
て
生
活
習
慣
病
の

発
症
や
重
症
化
を
予
防
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
し

か
し
、
生
活
習
慣
を
変
え
継
続
す
る

こ
と
は
難
し
く
、「
わ
か
っ
て
は
い
る

け
れ
ど
で
き
な
い
」「
お
酒
は
や
め
ら

れ
な
い
」「
つ
い
食
べ
過
ぎ
て
し
ま
う
」

な
ど
、
健
康
問
題
の
背
景
に
は
仕
事
の

ス
ト
レ
ス
や
人
間
関
係
の
悩
み
な
ど
の

心
の
問
題
が
潜
在
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も

あ
り
ま
す
。

特
に
、
働
き
盛
り
の
男
性
の
生
活

習
慣
病
の
原
因
は
ア
ル
コ
ー
ル
が
関
係

し
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
不
規
則
な
食

生
活
や
仕
事
上
の
悩
み
が
飲
酒
量
の

増
加
に
つ
な
が
っ
て
い
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
生
活
習
慣
病
は
自
覚
症
状
が

乏
し
く
、
健
診
を
受
け
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
高
血
圧
や
高
血
糖
、
脂
質
異
常
、

肝
機
能
異
常
な
ど
を
異
常
が
起
こ
る

前
の
段
階
で
早
期
に
発
見
し
、
生
活

習
慣
を
改
善
す
る
こ
と
で
発
症
を
予

防
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
の
た

め
、
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
く
保
健
指
導

を
心
掛
け
て
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、

対
象
者
の
性
格
や
物
事
の
と
ら
え
方

に
よ
っ
て
伝
え
た
い
こ
と
が
理
解
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
自
分

の
対
応
や
説
明
の
仕
方
は
よ
か
っ
た
の

か
ど
う
か
と
悩
む
時
期
も
あ
り
ま
し

た
。
対
象
者
と
の
関
わ
り
を
通
じ
て
、

無
意
識
に
し
て
い
る
生
活
習
慣
を
意
識

し
て
改
善
す
る
た
め
に
は
、
相
手
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
重
ね
信
頼
関
係

を
築
き
、
対
象
者
が
抱
え
て
い
る
健

康
問
題
を
理
解
し
解
決
策
を
共
に
考

え
支
援
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
い
う
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。
身
体
面
の
不

調
が
あ
る
場
合
は
、
病

気
だ
と
自
覚
し
早
期
に

行
動
変
容
に
移
す
こ
と

が
で
き
ま
す
が
、
心
の

不
調
は
悪
化
す
る
ま
で

自
分
で
気
づ
く
こ
と
が

難
し
い
こ
と
か
ら
、
さ

ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
物

事
を
と
ら
え
問
題
を
整

理
し
、
心
と
体
の
両
面

か
ら
支
援
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

事
務
職
と
連
携
し
地
域
に
　

根
差
し
た
取
り
組
み
を
行
う

今
後
の
課
題
と
し
て
、
特
定
健
診
及

び
特
定
保
健
指
導
の
受
診
率
向
上
と
と

も
に
特
定
保
健
指
導
以
外
の
ハ
イ
リ
ス

ク
者
へ
の
保
健
指
導
や
重
症
化
予
防
に

も
重
点
的
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま

す
。
た
だ
、
健
診
受
診
率
の
数
字
だ
け

に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
専
門
職
と

事
務
職
で
地
域
の
健
康
課
題
を
共
有
し

地
域
に
根
差
し
た
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
き
た
い
で
す
。
そ
し
て
、
町
民
が
主

体
的
に
行
動
で
き
る
よ
う
必
要
な
社
会

資
源
を
整
備
し
、
気
軽
に
相
談
で
き
る

町
の
保
健
師
と
し
て
地
域
の
健
康
づ
く

り
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
で
す
。

保健センターのみなさん：いつも、みさなんに助けられながら事業を実施しています
（筆者、前列中央）
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